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数学Ⅰ 第 1 章 数と式 No.6 

学習のねらい 

2 重根号の処理の仕方をマスターしよう！ 

 

√の中に√が⼊る、いわゆる 2 重根号と呼ばれる形の処理について扱
っていく。 
 
例）右図の直⾓三⾓形において、 
 𝑥の値を求めよ。 
 
 
 三平⽅の定理より、𝑥! = 4! − (√6 − √2)! = 8 + 4√3となる。よって、

𝑥 > 0より、𝑥 = /8 + 4√3となる。 

 
 さて、このような 2 重根号が出てきてしまった場合、結局𝑥がどのく
らいの値なのかが分かりにくい。また、共通テストなどだと、2 重根号
を解消した形で解答する必要もある。 
 
 ではどのように解消するのか？例を⽤いて考えていく。 

 例えば、0√2 + √31
!
= 5 + 2√6である。両辺の正の平⽅根を考える。 

すると、30√2 + √31
!
= /5 + 2√6となる。左辺は、30√2 + √31

!
=

4√2 + √34=√2 + √3となるので、/5 + 2√6=√2 + √3である。 

 これを𝑎、𝑏でやると以下のことが分かる。 
𝑎 > 𝑏 > 0とする。𝑎 + 𝑏 = 𝐴、𝑎𝑏 = 𝐵となる組み合わせを⾒つければ、 

/𝐴 + 2√𝐵 = √𝑎 + √𝑏と変形できる。 

 
 以上のことをまとめると、2 重根号は以下のステップで外すことがで
きる。 
 
 Step.1 

  /𝐴 ± 2√𝐵の 2 重根号を外すとき、𝑎 + 𝑏 = 𝐴、𝑎𝑏 = 𝐵、𝑎 > 𝑏 > 0を

満たす𝑎、𝑏の組み合わせを⾒つける。 
 
 Step.2 

  /𝐴 ± 2√𝐵 = √𝑎 ± √𝑏と変形して完成！ 

 
 
 
 
 

4 
√6 − √2 

𝑥 

ポイントはいっぱいあるから、 

問題を解いて慣れていこう！ 
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♢問題 

1. 次の式の 2 重根号をはずして簡単にせよ。 

 (1)33 + 2√2 (2)38 − 2√15 (3)38 + 4√3 (4)36 + √35 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


